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交通規制は事故を回避させる命綱｡必ず守 てつ

「
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
」
。
出

口
で
は
、
入
り
口
の
機
械
が
発
行

し
た
通
行
券
を
受
け
取
り
、
住
谷

さ
ん
の
目
で
車
種
を
確
認
し
て
料

金
を
算
出
し
ま
す
。
「
深
夜
は
、

荷
物
を
満
載
し
た
ト
ラ
ッ
ク
や
配

達
の
車
が
多
い
で
す
ね
。
こ
れ
か

ら
も
安
全
運
転
で
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
、
と
声
を
か
け
た
く
な
り
ま

す
」
と
話
す
住
谷
さ
ん
は
、
こ
の

仕
事
に
就
い
て
六
年
目
。

天
候
に
よ
っ
て
高
速
道
路
の
状

態
が
、
良
く
も
悪
く
も
な
る
の
を

開
通
か
ら
見
て
、
肌
で
感
じ
て
い

る
住
谷
さ
ん
。
「
情
報
板
が
掲
示

す
る
交
通
規
制
は
、
悲
惨
な
事
故

を
回
避
さ
せ
る
命
綱
。
必
ず
守
っ

て
く
だ
さ
い
」
が
、
ド
ラ
イ
バ
ー

の
み
な
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

す
。 住谷房夫さん・本町

く常磐自動車道高羅言所）

ただ今､午 時です
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2期目を迎えた大久保清市長の市政運営に、 これからの4年間は、市民の

みなさんの期待にどうこたえていくのかが、注目されるところです。

3月号では、 これからの高萩市をあずかる大久保市長に、市政に取り組む

考えをインタビューしました。
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…
大
久
保
清
市
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
！
．
．

提鯉難詮－
割碁箪キ

巨Zz'ヨ

然
の
な
か
で司戸

住
む
・
働
く
。
遊
ぶ
〃
環
境
が

高萩市長

市
民
の
み
な
さ
ん
の
信
託
を
受
け
、
全
力

投
球
で
働
き
た
い
、
と
い
う
の
が
実
感
で
す

ね
。
一
二
世
紀
に
つ
な
が
る
大
切
な
時
期
に

市
政
を
担
当
す
る
こ
と
の
責
任
と
緊
張
感
で
、

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

大久保 清(63歳） 期
目
を
迎
え
ら
れ
た
今
の
お
気
持
ち
を

夢

こ
た
え
て
い
く

調
和
し
た
ま
ち
づ
く
り

１
１

､ー

！2月14日(月)に初登庁し
さつする大久保市長。

あい
１
割一

一
一

熱
い
も
の
を
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
こ
れ
ま

で
の
私
の
市
政
を
よ
く
理
解
し
て
く
だ
さ
っ
た

と
、
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
政
治
を

担
当
す
る
も
の
に
と
っ
て
、
選
挙
は
、
市
民
の

み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
か
ら
審
判
を
受
け
る
わ

け
で
す
か
ら
、
厳
粛
に
受
け
と
め
て
い
ま
す
。

市
政
の
発
展
と
市
民
生
活
の
向
上
安
定
に
努
め

る
と
と
も
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
信
頼
と
期

待
に
、
精
一
杯
こ
た
え
て
い
く
覚
悟
で
す
。

ま
た
、
一
期
目
の
反
省
の
な
か
か
ら
、
今
後

の
市
政
運
営
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
、
市
民

の
み
な
さ
ん
と
の
十
分
な
意
思
の
疎
通
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

：
．
こ
れ
か
ら
四
年
間
、
市
政
を
担
当
す
る
わ

け
で
す
が
、
今
後
の
抱
負
は
？

私
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
高
萩
市
が
好
き
で

生
活立

っ
た
ま
ち
づ
く
り

凄
些琴勇二些一皇一些_=一一二J
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す
。
こ
れ
か
ら
も
、
大
切
に
い
つ
く
し
ん
で
い

き
た
い
、
と
い
う
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。
で
す

か
ら
市
政
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
「
信

頼
さ
れ
る
政
治
」
に
努
め
て
い
く
こ
と
を
基
本

に
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
住
ん
で
い
る
み
な

さ
ん
が
、
安
心
し
て
生
活
が
で
き
、
ほ
か
に
誇

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
視
点
に

立
っ
た
行
政
、
す
な
わ
ち
生
活
者
の
視
点
に

立
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
そ
の

た
め
に
時
代
の
要
請
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
行

政
機
構
の
見
直
し
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

７
１
１
ｌ
１
１
ｊ
Ｉ
ｆ
１
１
１
１
１
Ｊ
Ｉ
１
１
１
Ｊ

口
…
市
は
、
「
海
と
緑
を
生
か
し
た
産
業
・
文
化

都
市
」
の
創
造
に
向
け
て
、
諸
施
策
を
進
め
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
人
口
五
万
人
都
市
を
実
現
し

て
い
く
わ
け
で
す
が
、
そ
の
具
体
的
政
策
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

高
萩
市
は
、
首
都
圏
を
結
ぶ
常
磐
自
動
車
道

と
国
道
六
号
、
内
陸
部
を
結
ぶ
国
道
四
六
一
号

と
県
道
高
萩
塙
線
な
ど
の
広
域
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
が
、
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
小
山
ダ
ム
の
開
発
に
よ
る
都
市
用

水
の
確
保
や
上
・
下
水
道
、
市
道
と
い
っ
た
都

市
基
盤
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま

ち
の
活
性
化
が
可
能
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
区
画
整
理
事
業
の
推
進
や
民
間
資

本
に
よ
る
開
発
の
導
入
を
図
る
と
と
も
に
、
二

年
前
か
ら
進
め
て
い
ま
す
工
業
団
地
と
住
宅
団

地
の
開
発
も
、
用
地
取
得
が
ほ
ぼ
終
了
し
た
の

で
、
本
格
的
な
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
（

さ
ら
に
、
県
や
地
域
振
興
整
備
公
団
、
北
茨

城
市
と
共
同
調
査
を
し
て
き
た
丘
陵
新
都
市
構

想
の
推
進
に
、
地
域
振
興
整
備
公
団
事
業
調
査

費
が
、
平
成
六
年
度
予
算
の
内
示
を
受
け
ま
し

た
。
こ
の
事
業
は
、
赤
浜
地
区
と
中
郷
地
区
の

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
な
か
に
「
働
く
・
住

む
．
学
ぶ
・
憩
う
」
の
調
和
の
と
れ
た
ま
ち
を

形
成
す
る
も
の
で
す
。
今
後
、
地
元
の
み
な
さ

ん
に
も
ご
理
解
と
参
画
を
い
た
だ
き
、
実
施
に

向
け
て
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
人
口
五
万
人
都
市
の
形
成
が
可
能
に

な
っ
て
き
ま
す
。

、

！
：
・
人
口
五
万
人
都
市
の
実
現
に
弾
み
が
つ
き
ま

す
ね
。
そ
の
他
、
ど
の
よ
う
な
施
策
に
取
り
組

ま
れ
る
の
で
す
か
。

道
路
な
ど
の
生
活
環
境
の
整
備
と
と
も
に
、

産
業
の
振
興
で
す
。
生
産
性
の
高
い
農
業
を
目

指
し
、
農
地
の
有
効
利
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

土
地
基
盤
整
備
な
ど
に
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生
か
し
、
魅
力

あ
る
商
店
街
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
各
商
店
街

に
、
積
極
的
に
協
力
を
し
て
い
く
考
え
で
す
。

そ
し
て
、
健
康
と
幸
せ
づ
く
り
に
は
、
き
め

細
か
い
対
応
が
大
切
で
す
。
特
に
お
年
寄
り
や

障
害
な
ど
を
持
つ
み
な
さ
ん
が
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
、
地
域
福
祉
の
充
実
に
取
り
組
ん

ー

で
い
き
ま
す
。
住
み
慣
れ
た
地
域
の
中
で
安
ら

ぎ
の
あ
る
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
さ
ら
に
地
域

の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
け
る
地
域
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
中
心
と
も
な
る
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の
建
設
を
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ど
の
政
策
を
と
っ
て
も
大
切
で
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
提
言
を
い
た
だ
き
、
各

セ
ク
シ
ョ
ン
に
お
い
て
職
員
と
と
も
に
、
そ
の

一
つ
一
つ
を
慎
重
に
検
討
し
て
、
実
現
し
て
い

き
ま
す
。

…
二
期

ま
れ
ま

し
い
予 限

一

ー

日
本
経
済
の
厳
し
い
不
況
の
も
と
、
市
税
の

伸
び
も
期
待
で
き
な
い
な
か
で
、
平
成
六
年
度

予
算
も
厳
し
い
も
の
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
、
そ
し
て
人
に
や
さ
し

い
環
境
づ
く
り
を
築
い
て
い
く
た
め
に
、
重
点

的
に
そ
し
て
効
率
的
な
配
分
を
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
予
算
は
、
市
民
生
活
に
、
直
接
、
影

響
し
て
い
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
円
滑
な
市
政
推

進
の
た
め
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
、
そ
し
て
議

会
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
を
い
た
だ
け
る
よ
う

力
し
て
い
き
ま
す

繍難
いまにりど
しす 、 まの
ま ･こす事
す今一弓業
･後世苦に

で
も
、
最
大
の
効
果
が
あ
が

皿
黙
認
る
一
人
ひ
と
り
が
、

Ｂ
■
ヨ

癖

鰯
把
握
し
て
取
り
組
む
こ
と

砦

醗翫?扉，、
お
い

労
を

紀
に

１
ン
」
Ｊ
塒
〕
、

3



蝿
灘灘舗撚溌溌#繍漁繍鱗鶏蕊鱗撚繍識鷺瀧蕊灘溌灘灘蕊鰯蕊鰔蕊：

国道461号の花貰渓谷に沿う約4キロメートルは、

今、茨城県高萩土木事務所により自然に配慮した道路

整備として、現在の道路を使わず、新しい道路づくり

が進められています。そのなかで、 この整備の重要な

ポイントの1つを占めている花貰第一トンネル(仮称）

の工事が開始し、いよいよ本格的な整備に入ろうとし

ています。
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崇
高
一
秋
土
木
事
務
所
長

一

、
黍
壽

一
田
山
昭
一
さ
ん
一

一

高
萩
土
木

一
四
六
一
号
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
一

一
》
い
ま
す
。
平
成
九
年
度
の
全
線
完
一

》
《
成
を
め
ざ
し
て
、
現
在
、
橋
は
八
一

一
《
っ
の
う
ち
四
つ
、
ト
ン
ネ
ル
は
二
一

一
一
つ
の
う
ち
一
つ
に
着
手
し
、
工
事
寺

毎
は
ピ
ー
ク
に
達
し
て
い
ま
す
。
工
一

一
《
事
中
、
た
い
へ
ん
ご
迷
惑
を
お
か
一

毒
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
》

》
）
し
ま
す
．
堂

〃
ｌ
１
ｊ
１
ｆ
ｆ
１
ｊ
Ｉ
ｆ
１
ｊ
Ｉ
ｔ
４
ｔ
、
飛
詩

》
己

開通が待ち遠しい

滝律子さん・上手綱

東京の友人を花貫渓谷に誘ったところ、 自然が

豊かだといって気に入られました。この自然を楽

しむときは今の道路、 目的地への通過交通には建

設中の道路と、 目的別の選択とともに環境保全に

もつながりますね。全線開通が、待ち遠しいです。

ろっこつ
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
現
在

の
道
路
を
使
わ
ず
、
二
つ
の
ト
ン
ネ
ル
と
八

つ
の
橋
梁
を
も
つ
新
し
い
道
路
を
整
備
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

事
業
区
域
は
、
花
貫
ダ
ム
の
上
流
の
は
か

ら
た
橋
付
近
か
ら
、
大
能
の
川
松
酒
店
ま
で

の
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
す
。

道
路
は
、
片
側
に
歩
道
の
つ
い
た
往
復
二

車
線
と
な
り
ま
す
。
総
事
業
費
は
、
約
七
○

億
円
で
、
花
員
第
一
と
花
貫
第
二
の
二
つ
の

ト
ン
ネ
ル
と
八
か
所
に
橋
梁
が
で
き
ま
す
。

平
成
元
年
度
か
ら
事
業
を
始
め
、
現
在
、
約

一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
区
間
に
つ
い
て
一
般
の

通
行
が
可
能
で
す
。
今
後
の
工
事
に
よ
り
、

平
成
七
年
度
に
は
大
能
地
区
の
一
部
、
さ
ら

に
平
成
九
年
度
ま
で
に
は
全
線
の
開
通
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
将
来
に
お
い
て
も
国
道
四

六
一
号
は
、
地
域
の
産
業
や
文
化
の
交
流
な

ど
に
臨
海
部
と
内
陸
部
を
結
ぶ
大
事
な
道
路

へ
と
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

肋骨道路を
ご
存
じ
で
す
か
？

人間の心臓をしっかりガートす

る肋骨は、 1本1本の力がかけ合

わされることでより強い力を発

揮します。この肋骨のように、県

北地域を横断し、東西に結ぶ5

ルート6路線を肋骨道路と呼んで

鍵
蕊
灘
謹

います国道461号もその肋骨道路

の路線として位置づけられていま

す。肋骨道路の整備は、県北地域

の交流を図り、その発展を促すこ

とを目的に、昭和52年度にスター

トし、以来、着々と整備が進めら

れています。

ー

募集中戸川橋の工事見学会を開きます
、

LL

高萩土木事務所では、中戸川工区の八つの橋のなかでも、－番の長さをも

つ中戸川橋（仮称）の工事見学会を開きます。工事中の橋から見晴らしの良

さらに、工事の様子を収録したビデオやイベ､ながめを楽しんでいただき、↓

ご家族おそろいで参加ください。ン卜も用意してあります。

日旧)午前10時から 回申し込み 3月8日㈹から電話で回|と き 3月27
q報一づぜ

とつ-て。午後2 時まで

(雨天の場合､次の日曜日） ●申込先、

回集合場所花員川魚苑（現地集合 盃28-0516

現地解散） ㈱ピーエス中戸川橋工事事務所

團対象一般（小学生以上)。た 盃28-0016

だし、中学生以下は父兄 オリエンタル建設㈱中戸川橋工事

同伴。 事務所

回募集人員先着50人程度 ●詳しくは、高萩土木事務所肋骨道

團昼食土木事務所で用意します。 路対策室へ盃22-2175

ー

花貫第二トンネル180m
／

よしのめ

芳ノ目橋41m 一一言

、

～
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黄
柴
田
伸
一

亜
細
亜
大
学
三

ノ

エ
ウィンタースポーツに 季，

需譲

年さひのき舞台に立ち､記録に挑み､バワフルなスボーツ

シーンを見せてくれたみなさんに､盛大な拍手を送って

ください｡そこで､活躍中の選手たちに次の質問しました。

①目標の選手は？②このスポーツを選んだきっかけは？

③一番うれしかったことは？④好きな言葉は？

⑤身長、体重、練習時間は？

弾繊tX鋳職t 識 橇，≠篭熟 i i ，i鰯…V麗韓｛

ん
・
島
名

驚懲騨鍔
＊第70回東京箱根間

往復大学駅伝大会 生

!

〈1994年＞

璽間5位

.3km1時間4

区
創 邸秒

舅二＝三

(亜細亜大学12位

(長距離☆凋
＊第25回全日本大学駅》

》
》

2小野=正人さん･日立市
日本加工製紙㈱勤務41歳

権大会く1993年＞ （亜
1

位)区間4位9.5km

－

トー ーー

一-4一一 “
一 ′1 『

F

二二二子:一

撞
雪蒜弓ミ

鶚：函h
篭

」

１

１

“

」

１

１

“D水戸工業高校の先輩 監1

督である大塚正美さ人 削艮鋼

2つの区間記録保持者

②高校1年の時に国体

得したけど、以来、足

くてね…。でも、 どう

駅伝を走りたかったん

ノ

X榛
ﾉヱ

…箱根

③今回の箱根駅伝で走ったこと。 1年の時にも走ったけど、

ベス|､じゃなかったから。今回は、すべてうまくいったよ。

|x間1位にあと30秒だったことが悔しいから、 自己評価は

70点だけどね。

④「人より頭を使って走る」の監督の言葉。体は、神様か

らの借り物。この借りてる体をどう工夫して使うかは、 自

分の責任。練習や食事などによる体調が整えば、精神面も

おのずとついてくる。

⑤l70cm50k9o週5Hで､朝1時間､夕方3時間が､チームの

練習時間｡それ以外の日は､寮の周りをジョギングしている。

橇 ＆鴬琴蕊
、

④東海大学の宇佐美昭氏の「人よりひと汗多く」。人より

練習を重ねることで、むくわれますからね。

⑤l65cm53k9o月22,3日で､一回約90分｡十分な準備運動と、

トラックの走り込み。ケガトラ

A
あきら

歯小野 晃さん.島名
水戸工業高校2年

二二二

套鎚蕊
＊第44回全国高校駅伝競走大会

<1993年〉

水戸工業高校9位…2時間8分

53秒（茨城県最高記録）

＊第25回高校新人駅伝競走大会

<1994年> (水戸工業高校2位）

区間賞

＊第31回日立駅伝競走大会

<1994年> (水戸工業高1位）

区間賞

ロ

が 番の敵だからね〔L三

水口宗一郎さん・肥前町
水戸短期大学附属高校1年

①先輩である柴田伸一さん。高校時代の柴田さんのタイムと

比べると30秒も違うんだ。柴田さんのタイムを破りたいよ。

i 霊職竪燕腰為擦岑瀧雛鱈
I ③全国大会のメンバーに選ばれたこと。つらく苦しいと、す

ぐ、にあきらめていた僕の性格を、監督が、強くしてくれたお

陰で出場できたと思っている。感謝しています。

④陸上よりも礼儀を大切にしろと、監督にいわれている。 タ

イムが伸びることより、あいさつをきちんとできることが大

切と、いつもいわれているよ。

⑤175cm58k9o朝40分､放課後80分｡これがチームの練習時間。

僕としては、お風呂上がりにストレッチを少々。
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✩＊第44回東北地区大学総

下合体育大会<1993年〉

800m優勝(2分19秒） 田
＊第62回日本学牛陸上競

幕恭技対校選手権大会

瞳〈1993年> 1 ,500m

準優勝（4分37秒08）

章ん＊1993年全日本大学女子

聴漁筆選手権大会出場 四 ．
①有森裕子さん｡パﾙｾﾛﾅ 年喜

／屯

の銀メダリストである有森さ

んは、物事に取り組む姿勢が

とても一生懸命"その姿がU師距霊
標です。 ＝＝＝二言
②高校時代、陸上部の先生に

勧められて短距離から中距離に変更し、

それ以来、今も。

③大学3年生の秋に、全国大会に出場し

たとき。それも800と1,500メートルの2

種目に｡感激で一杯でした。

④特になし。走る直前は、何も考えず、

とにかく頑張るだけです。

⑤163cm47k9o毎日2時間。練習内容は、

ジョギングだったり、 200メートルを20

本走るとか毎日違います。特に、大会が

…鎌i…ざ……幕蕊蕊購蕊蕊鶴瞳蕊鱗議鶏鱗灘溌;…韓轤

子どもの諫に盤縞肺

ふるさと

高萩人 |鮪正善さん
前住所：島名 ’

炉
、

咋
咽
五
年
間
お
世
話
に
な
っ
た
高
萩
市
か

ｙ
Ｄ
ら
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ダ
ブ
リ
ン
に
家

ｒ
ｅ
和
也
族
で
移
り
住
み
、
三
年
が
経
過
し
ま
し

即
け
た
。
五
年
間
と
い
う
短
期
間
で
し
た
が

名
弥
眺
謡
癖
締
岬
眉
軒
叱
郵
畦
越
北
と
っ
て
、

島
刷
却
ｄ
特
に
長
女
は
、
小
学
校
入
学
か
ら
五

耐
州
岬
崎
桙
坐
幸
壷
轆
伽
頴
識
鋤
鋸
醗
杣
岬
一
」
唾

■
■
■
高
萩
の
言
葉
を
自
分
の
日
本
語
と
し
て

い
ま
す
。

今
、
子
ど
も
た
ち
は
、
現
地
の
学
校

に
通
い
、
当
初
は
全
く
話
せ
な
か
っ
た

現
地
の
言
葉
を
習
得
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

｣

間近になると練習量を少なめにして、体の調子を上げていき

ます。一番よい状態に体調を整えるんです。

先輩たちに負けないでノ
第31回日立駅伝

競走大会<1994年〉

優勝

高萩中Aチーム （2年生

掴

鴬

つよし

後列左から梶山恭央さん・鈴木強史さん・吉Ⅱ値城さん・長谷澤祐也さ

ん・鈴木義幸さん・前列左から大和l11尚美さん・蒋合|瞳さん・八巻美穂
ゆうじ

さん・川崎雄之さん。

「昨年末に全国大会に出場した大久保中学校に挑戦しよう」と、

昨年11月末から選抜チームを編成して練習した結果、初優勝を飾
りました。 1区からトップのまま力走し、 2位の大久保中に2分

以上の差をつけてのゴール。また、高萩中Bチームも3位に入る

健闘をみせ、みごとに目的を達成し、 うれしさいっぱいの選手た

ち。さて、次のひのき舞台に立つのは、この子たちかな？ 識

言
葉
の
先
生
は
、
こ
こ
で
は
学
校
の
先

生
で
は
な
く
、
い
っ
し
ょ
に
勉
強
し
た

り
遊
ん
だ
り
す
る
友
達
で
し
た
。
言
葉

の
理
解
で
き
な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
を
、

あ
た
た
か
く
仲
間
に
加
え
て
く
れ
た
友

達
に
は
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

お
そ
ら
く
友
達
な
し
に
は
、
言
葉
の
問

題
を
克
服
で
き
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

友
達
は
国
際
性
に
富
み
、
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
人
を
は
じ
め
、
ア
メ
リ
カ
人
、
イ

ギ
リ
ス
人
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
、
ス
ペ

イ
ン
人
、
中
国
人
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
と

数
え
た
ら
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
れ

一
人
を
と
っ
て
も
欠
か
せ
な
い
大
切
な

ー

＊全国高校スケート競技選手権大会<1994年〉

水戸短期大学附属高校ベスト8

＊第49回国体冬季大会アイスホッケー競技会に出場く1994年>

①自分のことで精一杯。北海道や東北出身の部員は、経験豊富で

学ぶことばかりです。早くみんなに追いつくことが目標です。

②水戸にいるいとこに誘われて始めたところ、氷の上での格闘技

の魅力にひかれました。

③全国大会の1回戦に出場できたこと。交通事故にあい、約一か

月間、練習を休んだにもかかわらず出場でき、満足感で一杯でし

た。 と同時に、全力を尽くせるか、最高に緊張しました。

④「どんな試合でも勝つ｣。

⑤l70cm58k9o夜の氷上練習は、週二回の各90分。それ以外はウ
エイトルームで筋力トレーニング。 日曜日はオフです。

友
達
に
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
今
で

も
高
萩
市
の
友
達
を
忘
れ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
お
そ
ら
く
将
来
、
子
ど
も

た
ち
は
、
高
萩
な
ま
り
の
日
本
語
と
ダ

ブ
リ
ン
な
ま
り
の
英
語
を
話
す
国
際
人

に
な
っ
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。ダ

ブ
リ
ン
で
も
日
本
語
の
テ
レ
ビ
放

送
が
あ
り
、
茨
城
県
や
高
萩
市
の
出
来

ご
と
が
ニ
ュ
ー
ス
に
流
れ
る
と
一
家
で

大
騒
ぎ
し
ま
す
。
ふ
る
さ
と
高
萩
市
の

楽
し
い
ニ
ュ
ー
ス
を
も
っ
と
耳
に
し
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

I7



驚蕊’
リ‘

、 似

,鋤

瀞
閥『

剛＃
藤‘ I術

然
舛

”

供用開始力肋叩ﾘi

］所蕊
率

詞
郡
誕
《
‐

璋
塗
（
、

恥
嘩
が
糾
衿

力

1 I
恥
筑
」

蕊 壽烹 一

暁亀
垂
、
一

一
劃壷

よ
り
よ
い
市
街
地
を
つ
く
る
都
市
下
水
路
整
備
事
業

蕊 都
市
下
水
路
を

ご
存
じ
で
す
か
？

II婚
廷

い1

１
１
古
で
Ｉ

｛

《I

I

樫塗と塞蛎元ﾂ公園

」
一

I

一
）

道
路
敷
地
内
に
ボ
ッ
ク
ス
・
カ

ル
バ
ー
ト
と
い
っ
て
、
四
角
い
コ

ン
ク
リ
ー
ト
製
の
排
水
ト
ン
ネ
ル

の
よ
う
な
も
の
を
埋
設
し
、
そ
の

中
に
雨
水
を
流
す
こ
と
で
、
浸
水

被
害
な
ど
を
解
消
す
る
も
の
で
す

さ
ら
に
、
道
路
の
下
に
埋
設
す
る

こ
と
で
、
宅
地
と
し
て
の
有
効
利

用
が
図
ら
れ
、
よ
り
よ
い
市
街
地

づ
く
り
に
も
な
り
ま
す
。

こ
の
都
市
下
水
路
の
高
さ
は

一
・
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
は
上
流
付

近
が
一
・
八
メ
ー
ト
ル
、
下
流
に

な
る
と
幅
二
・
九
メ
ー
ト
ル
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
下
○
・
五

か
ら
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ

に
埋
設
し
て
あ
り
ま
す
。

現
在
は
、
町
西
側
土
地
区
画
整

理
事
業
の
実
施
に
あ
わ
せ
て
、
本

町
の
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

付
近
か
ら
、
本
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス

ポ
ー
ツ
公
園
ま
で
の
、
全
体
延
長

約
一
、
○
五
八
メ
ー
ト
ル
の
工
事

を
進
め
て
い
ま
す
。
完
成
は
、
平

成
八
年
度
で
す
が
、
こ
の
ほ
ど
工

事
の
一
部
が
完
了
し
、
周
辺
の
地

Ⅸ
で
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

ザ担当は、都市計画課丑23-2111内線412です。 ★★

多弥クノもク z､彦z多盃､~戸

申
告
の
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
し
た

銅
版
と
く
ぎ
で
表
札
づ
く
り

必
癖
睡
廻
廊
群
議
辮
溌
懲
箪

閉
肘
グ

■
■

一画

鍵
､癖‘

、 ー

ユ

I

一

ニエ

所得税の確定申告と市・県民税の申告が、 2

月16日(水)から始まり、初日、税務課では、 188

人の申告者のみなさんを受け付けました。申告

の受け付けは、 3月15日(火)までです。例年、終

了日が間近になると混雑しますので、お早めに

どうぞ。…2月16日(水）

厚さ1.3ミリメートルの柔らかい銅版に、名

前をくぎで打ち込んで浮き彫りにする親子表札

づくりが、中央公民館で親子60人の参加で開か

れました。 くぎを打つ力加減が難しく、親子で

額に汗して頑張っている姿が見られました。…

2月12日出
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鍵…癖蜂 …斑~露室

~"醐車卿ゞ
:ダ

;；
通

毒＃愚＃零＃謝 「
バ
グ
犬
を
飼
う
の
が
夢
」

の
ハ
リ
キ
リ
ガ
ー
ル

炎…；

簿
薯
驚
寄
霧
蕊
蕊
茎
勘
簿

斎
藤
牧
子
さ
ん

（
高
浜
町
）

半営業所名：茨城トヨタ自動車㈱

高萩営業所＊所長：小野幸一所長

半所在地：高浜町3－8 3条事

業内容：新車・中古車販売、車

検・法定点検整備などの整備全般

糸営業所紹介：昭和51年1月開所

以来、地域の皆様に支えられてき

ました。 これからも当社のモッ

トーである「健康第一・お客様に

親切・社内の親和」を大切に、 自

動車を通して皆様のカーライフの

よきアドバイザーとして努力して

いきます。

▼平成4年に入社した我が

高萩営業所のひまわりさん

こと、斎藤牧子さんを紹介

します。▼彼女は、昭和48

年5月15日生まれの牡牛座、

身長164センチメートル、

血液型はA型です。▼職場

ー

では、サービスフロントアドバイザーとして、主に車検や

法定点検、無料点検などの受け付け、 さらに見積書発送、

そしてお客様とのコミュニケーションと、幅広く仕事をこ

なしています。▼上司からの信頼も厚く、 「仕事が楽しい

！ 」 と笑顔で答えるハリキリガールです。▼好きな食べ物

は、 「甘い物なら何でも」 という彼女、最近は、料理に関

心を持ち、いろいろなものにトライしているようです。先

日、シュークリームを作ったところ、家族に好評だったと

か。▼将来は、「パグ犬を飼うのが夢」という彼女は、今年、

成人式を迎えたばかりです。

＊インタビューは、業務課の八島知美さんでした。

腿
傘
心

次

~壹安‘饗
｜

ー

交
流
と
親
睦
を
深
め
た
ス
キ
ー
教
室

勤労青少年ホームのスキー教室が、 45人の参加のもと、岩手

県安比高原スキー場で開かれました。これは、楽しみながらス

キーの基礎技術を身につけるとともに、若者の交流と親ぼ〈を

深めようと企画されたものです｡参加者は､白銀の世界でスキー

を満喫していました。…2月18日(金)～20日(日）
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伊
藤
さ
ん
は
、
約
一
二
年
前
か
ら
織
物
を

始
め
、
つ
く
ば
市
や
日
立
市
、
北
茨
城
市
、

高
萩
市
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
で
展
示
会
を
開
き
大

変
好
評
で
し
た
。
「
た
っ
た
一
本
の
糸
が
自

分
の
考
え
一
つ
で
自
由
に
な
る
手
作
り
の
幟
１力

物
が
大
好
き
で
す
ｏ
」
と
伊
藤
さ
ん
。

据
に

ゆ
う
か
ら

織
物
と
の
出
会
い
は
、
北
海
道
の
優
佳
良

払
に

お
り幟

。
色
の
す
ば
ら
し
さ
と
手
に
と
っ
た
と
き

志
叩

上
」
ね
肌

の
あ
た
た
か
さ
、
ぬ
く
も
り
に
一
目
ぽ
れ
。

毎
出
ぽ
い

し
か
し
、
旭
川
に
住
ん
で
い
る
人
し
か
教
え

爪
ｗ
ｐ
ｐ

て
も
ら
え
ず
、
東
京
で
自
由
な
発
想
を
生
か

物
一

し
た
手
織
り
の
勉

織

強
を
し
ま
し
た
。

「
帯
や
バ
ッ
ク
、
ネ
ク
タ
イ
、
タ
ペ
ス
ト

○す
リ
ー
、
服
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
小
物
や
生
活

ガ
ゾ
武
必
需
品
な
ど
を
い
ま
ま
で
に
約
四
○
○
点
ほ司

識
榊
熱 撫識蕊

&~‘ 綴瓢蹴

露
I

霧 灘驚蕊

蕊
、唖

頚

蕊雛識

雛藷識鬮蛎噸

ヨ ョ

名､
》
侭

L=

たものです。

その一環として、体育の日の行事や国民体

育大会、 スポーツ行事の実施と奨励、青少年

スポーツの振興、職場スポーツの奨励、野外

活動の普及奨励、指導者の充実、施設の整備、

学校施設の利用などを定めました。 さらに、

各都道府県にスポーツの振興審議会、市町村

に体育指導委員を置くことを定め、スポーツ

の実技指導と助言を行うことにしました。

高萩市でも現在、 15人が体育指導委員に任

命され、各分野で活躍しています。そして、

市内のスポーツ振興のための計画、推進なとﾞ

に参画、努力しています。

現在、 さらに生涯スポーツにと幅を広げ、

市民のみなさんの健康保持に寄与していきた

いと考えています。

鷲

カシマサッカースタジアムで高萩市体育指導委員のみなさ/L
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~古今
i可 市の畜産の り わり

作山r雄さん(安良川）
＜鴦捗

外で売買することが禁止されました。

大正5年、多賀郡産馬畜産組合員

の有する馬頭数は、 1686頭で、馬市

は上君田と松原町の2か所で開かれ、

年500頭ほどの取り引きがありまし

た。戦時中、高萩駒は軍の徴馬に出

され、馬市も衰えをみせましたが戦

後復興され、年300頭前後の取り引

きがあり、高萩の馬市は関東随一を

誇っていました。

しかし、昭和30年代から農業の機

械化が進み、馬の需要が急速に低下

するとともに馬市もなくなり、牛肉

の消費増により、農家は馬から牛の

飼育に切り変えていきました。昭和

37年に第1回の牛市が開かれ、年6

回の牛市は活気を呈しました。しか

し、昭和62年8月の牛市を最後に、

大宮家畜市場へ合併されました。

高萩の馬市 写真は、柏義夫さん（高萩）の提供です‘

現在の畜産業昭
和
記
年
、
馬
市
場
の
せ
り
に
集
ま
っ
た

人
だ
か
り
。

▲下君田畜産団地の現在のようす

昭和55年、 -|ﾏ君田畜産団地に7戸

の農家が入植しました。現在、 6戸

が乳牛、 1戸が黒牛を飼育していま

す。現在､黒牛は常陸牛(高級牛肉）

として市場にでています。市内の肉

用牛飼育農家は、昭和61年には228

戸ありましたが、平成3年には173

かつて、 3月には毎年馬市が開か

れ、 まちの通りには露天商が立ち並
にき

び、大変な賑わいでした。馬市の開

設は、明治6年常陸駒会社が設立さ

れてからです。明治20年、多賀畜産

馬組合が結成されてから馬は馬市以

ーず

戸に減少し、今もそ~の傾向にありま

す。

感動IE出会えるバルティホール踊懲稀毒
二 ､ C 』匙" -, 卜. ･‘ =4,,～ ダ‘へ』､周, .j6, 画 ､バー. ､，【へ』., . ｡',,､: .. , ､ハペ-, ､鋸へ｣ - §ハ感．vｼJ,ザ､､ろｼも亨二も‘冒幸』ﾐ『 ･噂塚』&; ･‐ 8『さ”.､' 5‘j,ノ も』い・ 】 E &岩：L翠乙藍』“『 ‘.Jいり,J誰<､ト .〉ｲ ﾐ( > ； ･ it！ 『>

§織溌瀧綴難溌難藤識溌隷識瀞響料鍛乎謡:瑞準篭稚¥欝鶚欝宗パルティホ，ルは、常陸太田市民の､?･卦●W今･暇『,<吋ﾌﾉ『> < ::W･ 『7●【『?参◇打率4>{ヅ鐸●{ゾ‘｛ち●[‘'（参“イロ.,tずじCくぎに:割

文化活動の拠点です。

大ホールは、音楽鑑賞に最適といわ

れる残響2.06秒を記録し、 「豊かでや

わらかな響きを感じることができるす

ばらしいホール」 と国内外の有名な演

奏家から称賛されています。

さまざまな感動に出会えるパルティ

ホールへ、あなたも、ぜひ、どうぞ。

ほかに多目的ホールや大小会議室もあ

ります。

穀

ｆ

訓

帆

唖

、

み

ま

い
ぷ
ぷ
蛭

季
釧
郷
時
〉
熱

纐撫蛎蕊

》

圃
典大根と力 ﾗｼ菜’

1:串問い合わせは、常陸太田市パルティホールへ。 念0294-73-1234

ク

キ
ン
グ
》

ツ

ー
、
、

○
ｇ
を
入
れ
て
混
ぜ
三
○
分

ラ
シ
菜
を
良
く
絞
り
、
三
、

四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に

切
っ
て
大
根
と
混
ぜ
合

わ
せ
る
。
④
一
晩
、

お
も
し

重
石
を
し
て
お
く
。

⑤
ビ
ニ
ー
ル
の
袋

に
入
れ
冷
蔵
庫
に

一
週
間
は
、
色
も

変
わ
ら
ず
に
置
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

食
卓
に
、
欠
か
せ
な
い
漬
物
を
一
品
紹
介
し
ま

す
。
カ
ラ
シ
菜
は
、
寒
く
な
る
と
風
味
を
増
し
、

茎
か
ら
葉
ま
で
辛
味
が
あ
り
ま
す
。
濃
い
緑
色
の

葉
は
カ
ロ
チ
ン
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、

鉄
分
が
豊
富
で
栄
養
価
の
高
い
葉
物
で
す
。

＊
作
り
方

①
カ
ラ
シ
菜
は
熱
湯
を
通
し
、
水
洗
い
せ
ず
に
さ

ま
し
て
お
く
。
②
大
根
は
線
切
り
に
し
て
、
塩
二

○
ｇ
を
入
れ
て
混
ぜ
三
○
分
く
ら
い
お
く
。
③
力

大
根
と
カ
ラ
シ
菜
の
漬
物

山
野
辺
み
よ
（
島
名
）
さ
ん

＊
Ｊ
Ａ
高
萩
市
婦
人
部
＊

＃

＊材料 大根2kg

カラシ菜5009

塩209＊調味料

l l



蕊臆灘圃に慰霊蕊参拝
写真でお寄せ
寺ってます。
＊

線262

織戦
錨
哲
§
膝
撚
働
巖
購
蕩
侭
蕗
§
ん
随
と
●
匿
鼠
§
膨
謄
言
混
ｉ
膿
Ｉ
ど
§
《
：
…
／
ｉ
ｉ
Ｌ
ｉ
；
ｉ
ｆ
イ
…
§
峠
ｒ
ｃ
え
こ
ゞ
γ
↓

：
ご
く
ヶ
畠
執
泊
到
参
凰
郡
３
．
《
７
．
《
‐
ｉ
１
．
２
剣
貰
対
司
司
剖
勗
馴
Ｊ
／
”
痴
繍
埼
劃
訓
赴
遵
月
彩
劉
凋
牙
自
身
Ｈ
認
射
鴻
弗
遭
詞
羽
剤
列
＃
執
嬰

些

葱じめてのゴ､ミひろいとタコあげうみではじめて、ゴ

ミやアキカンをひろっ

たんだよ。ゆきがふっ

てさむくて、たいへん

だつけど、たくさんゴ

ミがあつまりました。

じぶんたちで、 よう

ちえんでつくったタコ

で、 タコあげをしまし

た。はじめてのタコあ

げだったけど、 30メー

トル〈.らいあがったの

で、 うれしかったですぐ

…1月21日（金）

（高萩海岸にて）

二一フヘい

斎藤公平〈ん

(第一幼稚園）、｡‐' 高
萩
警
察
署

交
通
課
長

か
人
じ

藤
咲
寛
司
さ
ん

（
有
明
町
）

根本茂さん（安良川）撮影市内の小・中学生

が参加した交通安全ポ

スターコンクールの審

査員をしました。

みなさん非常に交通

事故に関心をもって、

事故がなぜ起きるかを

ポスターに耆いてくれ

ています｡これからも、

友達や両親などと交通

安全について、みんな

で考え話し合いをして

ほしいと思います。

…2月15日(ｿQ

~ 一
一 一

協職鼬懸鴬篭撒術講習会'こ齢雄
加して、安良川の愛正

園で介護技術講習会が

開かれました。私もお

年寄りとの気持ちの良

い接し方を学ぼうと参

加しました。ベットに

寝たきりの人の体を簡

単に移動できる方法や

ベットシーツの半分ず

つの交換、衣類の着替

え方、おしめのあて方

などを教わりました。

…1月31日(月）

ももこ

橋本百子さん

（高戸）ー

．
．
ｐ
０
．
９
Ｌ
ｒ
１
グ
己
、
町
０
１
も
’
９
Ｉ
１
ｑ
Ｌ
ｎ
Ｌ
■
６
－
ｒ
・
唖
３
『
、
．
Ｐ
住
ロ
』
Ｊ
０
．
・
・
‐
◇
も
凸
』
・

我
針
判
曾
嵜
蜀
汽
或
計
独
》
点
劇
矧
窒
営
栖
迄
礫
晦
灘
穣
曜
鞄
漫
頚

一

一

○中学男子 （5キロ）

伊藤大輔 （高萩中学校）

○中学・高校生女子（5キロ）

八巻美穂 （高萩中学校）

○一般女子 （2キロ）

細貝芙沙子（高萩）

○小学生男子（2キロ）

矢野雄大 （秋山小学校）

○小学生女子（2キロ）

庄司奈生 （秋山小学校）

○親子の部 （2キロ）

鈴木宏実・裕太（島名）

○オープン男子(10キロ）

金沢崇 （水城高校）

○オープン女子（5キロ）

山川恵美子（下手綱）

駒形集会所で毎週金3蕊縫康憾操
曜且里夜｢こんばんは」 ；溺瀞露:灘;，， "蕊． ． ．． ，

の挨拶で始まる3B健弾j Ⅱ ･

康体操。一週間分の身

体のサビをとろうと頑

張っています。 3Bと

はボール、ベル、ベル

ターのことで、約1時

間半汗を流しています。

火曜日の午前中は市民

体育館でも練習してい

ます。希望者は窓23

6633私まで。

…2月18日(金）

佐川信子さん

（島名）ハ
マ
、

口
戸
″
蔀

イ
￥
ｗ
斜
試
α
癖
（
公
〈
蝿
孟
冬
評
サ
ギ
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岩井市の商庵街近代化葱どを視察 駅前通り商店会が進

めている地域商業ビ

ジョン策定委員会のメ

ンバー17人が、岩井市

の中心市街地の商店街

近代化や道路なと辱につ

いて視察をしました。

昨年の4月から側)茨城

県アメニティ ・マート

振興財団の中小企業活

性化基金の助成を受け、

市の顔ともいえる駅の

橋上化や駐車場などに

ついて検討を進め今月

中に報告書をまとめる

予定です。

…2月17H(木）

渡
辺
甲
吉
さ
ん

（
上
手
綱
）

蕊

たかよし

塚原孝芳さん

（春日町）

中央公民館前の戦没

者の慰霊碑周辺美化整

備がこのほど完成しま

した。遺族会では、月

2回、慰霊碑の清掃活

動をしています。 また、

毎月15日には、大久保

市長も参加して、約20

人の会員などと一緒に

慰霊碑の参拝を長年続

けています。

…2月15日㈹

6JA含犠予煽契約認印式 6JA(高萩市、北

茨城市、 日立市、十王

町、 日立市多賀、平潟

町信用：組合員、準組

合員、約15,000人）が、

8月1日(月)の合併にむ

け、高萩地域JA第2

回広域合併推進協議会

ならびに合併予備契約

調印式を関係者約100

人の参加のもと、北茨

城市で行いました。募

集した新JAの名称も

「茨城ひたち農業協同

組合」に決まり、応募

された阿部順子さん

（安良川）が優秀賞に

選ばれました。

･･ ･ 1月26H(水）

秋山仲野球スポーツ

少年団の仲間約20人と

一緒に綱引き大会に参

加しました。 2勝負け

なしの成績でした。こ

れはみんなで一生懸命

頑張ったチームワーク

の勝利でした。 3回目

の参加でしたが、 とて

もおもしろく毎年楽し

みにしています。 25

チーム330人が参加し

ました。…2月20日旧）

－5

交漁安全ボスターコンクーバ

#録駕癖勘識溌諏臓将曹涜霊篭

よしもと

佐藤元朝さん

(上手綱）

I鐸詫

…

スボ…ツ少年鰯交歓綴談奮大裳
多一一へ‘
rｲ訓=－1、
し

鰯雲
－1

ー

､

第19回新春市民ﾏﾗｿﾝ大会
･･･市内一円（敬称略）

1月30日旧）

優勝

○一般男子A(10キロ）

皆川久夫 (NK紙工）

○一般男子B (10キロ）

小野正人 （日本加工製紙）

○高校生男子(10キロ）

叩．
あ

戸

阿部竜介

○一般男子C

長ll皮治雄

○一般男子D

村田泰二

(日立北高校）

(5キロ）

(日本加工製紙）

(5キロ）

(常陽銀行）
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《
句

騨
蕊患

やと

′鎧叫

郡斌郡1
弾為守腓入

魂凡 灘 蕊鍵
寺

ｒ
・
彦

、
。
。

、
勺

提

幹芯
釜
雫

多
3.
L

藩‘

熱る
、

ｅ
９つ◎市役所……恋23-2111

・テレフオンサービス市政案内……恋23-1151,1152
予除袴種吉
話-1§に'ま

彌睡!さ､忘弧芯いように 、
届く術'｡眉い了渉､認きしや。目町四

月
か
ら
は
新
し
い
国
民
健
康

保
険
証
に
な
り
ま
す
．

保
険
年
金
課
Ｊ
－
内
線
二
三
四

現
在
、
使
用
さ
れ
て
い
る
国
民
健

康
保
険
証
は
、
三
月
三
一
日
附
で
有

効
期
限
が
切
れ
ま
す
。
表
一
の
日
程

に
よ
り
、
新
し
い
保
険
証
の
更
新
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

指
定
日
に
手
続
き
が
で
き
な
い
と

き
は
、
三
月
三
一
日
附
ま
で
に
、
保

険
年
金
課
の
窓
口
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
手
続
き
に
は
、
保
険
証
と

印
か
ん
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ

’

でt､体調の亀,ぃ時に{さ
▽ー

さい。

ノ(表1 ）
ﾊﾉ毎J

とﾙｰころ 該当する地区勝懲:#か"ゞんと き

全 域若栗公民館 若 栗9 ： 30～9 ： 50

撤川老人クラブ集会所 横川、大金田、持山 下さい。10: 20～10 : 50

｢細|ここにこクラブ総m 下君用、 柳沢3月

／
／

18[I(f)

11 : 20～12 :00

もし､侍穫期間を逃しに5…|二君田全域、大荷田上君田生i古改善センター13 : 00～13 :40

文 添 全 域鈴木義治氏宅14 : 00～14: 10

能 全 域大能生活改善センター 犬14: 30～15 : 00

中戸川公民館 中戸川､米平､鳥曽根､田代15 :20～15 : 40

高戸､赤浜､上手綱､下手綱22日(火）

高浜町､有明町､肥前町､東本町23日(水

市役所1階ホール 大和町、春|引町、本町24日(和 8： 30～17 : 15

安良川、高萩、石滝25p(金）

島名、秋山、福平28日（月）

に"…閣診粟への記>~は。

）

(表2） 正罐'こ訳購いLきす。
他市町村から転入してきたとき国

爆
に
入
る
蓮
き

爆
陰
に
菫
繧
加
入
し
て
い
ま
せ
ん
か

就
職
し
て
会
社
の
健
康
保
険

に
加
入
し
た
、
退
職
医
療
制
度

に
な
っ
た
な
ど
、
保
険
の
変
更

が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
必

要
な
手
続
き
を
忘
れ
、
重
複
加

入
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
表
二
の

他の健康保険などをやめたとき

生活保護を受けなくなったとき

Fどもが生まれたとき

他市町村へ転出したとき オ,ン卜13

注射[､や

国
保
を
や
め
害
と
き

他の健康保険なと・に加入したとき

生活保護を受けるとき

死亡したとき

退職医療制度に該当したとき

退職医療制度に該当しなくなったと
王

よ
う
な
と
き
は
、
一
四
日
以
内

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
こ
れ
ら
の
手
続
き
に
は
、
印
鑑

の
ほ
か
に
保
険
証
や
証
明
耆
な
ど

が
必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
保
険
年
金
課
ま
で
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

や
め
》
他
の
と
き

住所、壯帯主、氏名などが変わ

とき

保険証をなくしたり、汚れて使えな

くなったとき

就学のため子どもが他市町村に下宿

などするとき

’
長期旅行などで別個の保険証力

いとき

14

一
一
一

。 ｡
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一
一

一
一
一
〈
国

一
一
一
一
一
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小
中
学
校
、
阜
茎
言
萩
工
塞
屑
校

の
体
青
施
設
を
開
政
し
ま
す
工

、

、

、

“

“

“

Ｆ

鰯

Ｊ

錨

、

Ｆ

“

坪

口

、

社
蕊
教
菅
諜
壷
二
三
１
．
弓
一
三
一

市
民
の
み
な
さ
ん
の
身
近
な
体
力

づ
く
り
の
場
と
し
て
、
市
内
の
小
・

中
学
校
の
運
動
場
、
体
育
館
、
そ
し

て
、
県
立
高
萩
工
業
高
校
の
体
育
館

を
ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
団
体
に
開
放
し

不
燃
性
粗
大
ゴ
ミ
大
型
電
化
製
品

〈
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
な

ど
）
や
自
転
車
、
ス
チ
ー

ル
製
机

粗
大
ゴ
ミ
ス
チ
ー
ル
製
机
を
除
き

ま
す
。

資
源
ゴ
ミ
大
型
電
化
製
品
や
自
転

車
を
除
き
ま
す
。

不
燃
ゴ
ミ
従
来
ど
お
り
で
す
。

可
燃
ゴ
ミ
従
来
ど
お
り
で
す
。

ゴ
ミ
の
分
別
区
分
の
変
更
に
つ
い
て

撫
溌
輝
遥
セ
ン
タ
Ⅳ
〃
〃
ｒ

、
、
、
“
，
、
〉
、
齢
“
、
輝
輔
鱈
、
“
鶏
“
、
》
、

毎
憩
誕
溌
．
垂
葱
↑
垂
三
駈
蕊
鍛
鍵
燕

今
年
の
四
月
か
ら
ゴ
ミ
の
分
別
収

集
が
、
四
種
類
か
ら
五
種
類
に
変
更

に
な
り
ま
す
。
変
更
の
内
容
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

こ
れ
ま
で
資
源
ゴ
ミ
と
し
て
収
集

し
て
き
た
大
型
電
化
製
品
（
冷
蔵
庫
、

洗
濯
機
な
ど
）
や
自
転
車
、
ま
た
、

粗
大
ゴ
ミ
と
し
て
収
集
し
て
き
た
ス

チ
ー
ル
製
机
は
、
い
ず
れ
も
不
燃
性

粗
大
ゴ
ミ
と
し
て
収
集
し
ま
す
。

市
民
活
動
課
内
線
二
六
二

現
在
、
平
成
六
年
度
の
県
民
交
通

災
害
共
済
の
加
入
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
希
望
さ
れ
る
人
は
、
会
費
を

添
え
て
市
役
所
の
玄
関
受
け
付
け
へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

県
民
交
通
災
害
共
済
を
受
付
車

申
請
校
（
範
囲
）
原
則
と
し
て
、
利

用
申
請
は
学
区
ご
と
と

し
ま
す
。
な
お
、
県
立

高
萩
工
業
高
校
は
こ
の

限
り
で
あ
り
ま
せ
ん
。

申
請
市
民
体
育
館
に
あ
る
所

定
の
用
紙
に
記
入
の
う

え
三
月
一
八
日
㈱
ま
で

に
市
民
体
育
館
へ
。

ま
す
。

対
象
団
体
市
内
に
在
住
、
ま
た
は
、

在
勤
、
在
学
す
る
人
で
、

そ
の
団
体
に
管
理
者
と

し
て
成
人
が
含
ま
れ
る

一
○
人
以
上
の
ス
ポ
ー

ツ
団
体

開
放
期
間
四
月
か
ら
一
年
間

開
放
時
間

月
Ｉ
金
曜
日
午
後
六
時
か
ら
九
時

土
曜
日
午
後
一
時
か
ら
九
時

第
二
土
曜
日
と
日
曜
日

午
前
九
時
か
ら
午
後

九
時

＊
た
だ
し
、
県
立
高
萩
工
業
高
校
は

午
後
七
時
か
ら
九
時
ま

画ザ

高
萩
保
健
所
が
田
立
保
健
所
へ
統
合

高
萩
保
健
所
が
四
月
一
日
鯛
か
ら

日
立
保
健
所
に
統
合
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
高
萩
保
健
所

で
行
っ
て
き
た
業
務
は
原
則
と
し

て
、
日
立
保
健
所
で
行
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

し
か
し
、
次
の
よ
う
な
業
務
に
つ

き
ま
し
て
は
、
新
た
に
移
動
保
健
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

会
費
（
一
年
間
）

大
人
九
○
○
円

中
学
生
以
下
五
○
○
円

共
済
期
間
平
成
六
年
四
月
一
日
か

ら
平
成
七
年
三
月
三
一
日

万
一
の
と
き
の
お
支
払
い
見
舞
い
金

死
亡
一
○
○
万
円

最
高
障
害
三
○
万
円

身
障
見
舞
い
金
五
○
万
円

日
立
保
健
癖
訓
《

窓
○
二
九
四

平成6年度 保健相談

’

’
二
二
’
四
蜜
八
八

鍵蝋蕊 録，お
も
ち
ゃ
ラ
ン
ド
を
始
め
ま
す

球
師
壷
Ｔ
ジ
鰯
謹
忽
窺
銀
隻
紀
ま
れ

…
〆
二
．
．
謎
？
＆
）
言
・
回
謹
蕊
轟
醗
圃
雄
云
一
《

お
も
ち
ゃ
を
通
し
て
、
み
ん
な
で

仲
良
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

と
き
毎
月
第
二
火
曜
日
午
前

一
○
時
か
ら
正
午
ま
で
。

と
こ
ろ
老
人
い
こ
い
の
家

と
こ
ろ
高
萩
保
健
所
跡
地

肥
前
町
一
二
○

主
な
業
務

＊
精
神
保
健
、
難
病
、
食
品
な
ど
の

相
談

＊
食
品
の
営
業
許
可
の
更
新
の
受
け

付
け

＊
精
神
科
デ
イ
ケ
ア
は
引
き
続
き
受

け
ら
れ
ま
す
。

＊
医
療
給
付
等
の
申
請
害
の
受
け
付

け

ー

わかりますか？

Ｑ
３
高
萩
警
察
署
管
内
（
高

萩
市
、
北
茨
城
市
、
十
王
町
）

で
の
交
通
事
故
原
因
の
う
ち
一

Ｑ
２
高
萩
市
の
平
成
五
年
中

の
交
通
事
故
発
生
状
況
で
、
正

し
い
の
は
ど
れ
で
し
ょ
う
。

①
人
身
事
故
一
八
四
件

死
者
四
人
傷
者
二
一
六
人

②
人
身
事
故
二
八
四
件

死
者
五
人
傷
者
三
一
六
人

③
人
身
事
故
三
八
四
件

死
者
六
人
傷
者
四
一
六
人

Ｑ
１
ス
リ
ッ
。
フ
事
故
が
増
え

て
い
ま
す
が
、
茨
城
県
で
は
、

ス
パ
ィ
ク
タ
イ
ャ
の
使
用
は
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
○
か
×
かで

L_由豊臺差
子さん（東小6年）

■-

解答は、 16ページの下欄をご､覧ください15
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毎
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一般保健相談等

一般保健相談等

デイ,zアーア
ノl／′

鐵裟

蕊
雛蟷
瞳聾､

開所時間":

13 ：00～16：00

13：00～16：00

9 ：30～12：00



社
会
教
育
課
内
高
萩
市
国
際
交
流
協

会
事
務
局
ｓ
二
三
’
一
一
三
一

毎
年
五
月
に
行
っ
て
い
る
高
萩
国

際
交
流
の
集
い
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

あ
な
た
の
家
庭
に
、
留
学
生
を
迎

え
て
友
だ
ち
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

国
際
交
流
の
集
い
の
ゞ

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

…

｜

I

'14月の圓唱当固目当
午前9 ： 00

1

午後4 ： 00

’

ー

と
き
五
月
三
日
㈹
か
ら
五
日
㈱

留
学
生
東
京
在
住
の
留
学
生
、
約

五
○
人
。
（
日
本
語
を
あ

る
程
度
話
せ
ま
す
。
）

募
集
家
庭
約
四
○
世
帯
。
四
日
伽

の
昼
食
時
か
ら
お
願
い
し

ま
す
。

教
養
講
座
受
講
生

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

盆
二
三
’
七
一
七
七

勤労青少年ホーム教養講座

平成6年度前期受講生募集

講
座
期
間
四
月
’
九
月
二
八
回
）

講
座
時
間
午
後
六
時
三
○
分
か
ら

八
時
三
○
分
ま
で
。

受
講
資
格
市
内
に
居
住
、
ま
た
は
、

勤
務
す
る
独
身
の
男
女
。

申
込
期
日
三
月
一
五
日
㈹
か
ら
先

着
順

ママ

申
込
方
法
申
込
用
紙
に
受
講
料

（
一
か
月
分
）
を
添
え

て
ホ
ー
ム
窓
口
へ
。

市
民
活
動
課
内
線
二
六
二

茨
城
県
で
は
、
県
政
に
つ
い
て
の

県
民
の
み
な
さ
ん
の
自
由
で
清
新
な

意
見
や
提
案
、
要
望
な
ど
を
幅
広
く

聞
き
、
県
民
参
加
の
県
政
を
進
め
る

た
め
、
県
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

募
集
人
員
五
○
人

応
募
資
格
県
内
に
お
住
ま
い
の
二

○
歳
以
上
の
人
。
た
だ

し
、
常
勤
の
公
務
員
や

地
方
公
共
団
体
の
議
会

の
議
員
、
及
び
国
・

県
・
市
町
村
が
委
嘱
し

た
他
の
モ
ニ
タ
ー
に

な
っ
て
い
る
人
は
除
き

ま
す
。

任
期
平
成
六
年
四
月
か
ら
二

年
間

応
募
方
法
県
政
モ
ニ
タ
ー
申
込
書

に
所
定
の
事
項
を
記
入

し
、
茨
城
県
広
報
課
へ

（
〒
三
一
○
水
戸
市
三
の

丸一

五
’
三
八
恋
○

二
九
二
’
二
四
’
九
四

一
六
）
送
付
く
だ
さ
姫

締
め
切
り
三
月
一
五
日
㈹

当
日
の
消
印
有
効
で
す
↑

県
政
モ
ニ
タ
ー

ﾆｰｰ貢ぎ今云令エニォ÷ニデrさ二宗4全宗』二手;ざﾆｰﾗ:ざﾆﾗTざｼ宗当今ﾃ烏竺宗1ニラTざ堯丁さ竺丙ざく二里一壱〒聟劣‐弓〒さﾕｰﾗ〒さ茎‐ラァざ全一六

〃
Ⅱ
稚
、
〃
ラ
ニ
〃
／
旧
土
ノ
、
ヲ
ぞ
毒
肥
〉

、
《

峠
既
凰
郡
誠
油
廻
鞁
一
難

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

東
京
室
内
管
弦
楽
団

合
唱
〃
ひ
た
ち
の
春
〃
卜
・
高
萩
イ
ン
タ
ー
店
、
コ
ミ
ュ
ニ
一
癖
榊

蓉
解
舛
岾
照
紳
弛
（
幡
鍜
、
一
蝋

音
楽
祭
合
唱
団

指
揮
飛
永
信
康

一
睡
州

認
小
入
場
料
（
全
席
自
由
）
ピ
ァ
ノ
マ
ー
ト
（
磯
原
）
、
Ｈ
立
市

二
，
五
○
○
円
民
会
館
、
日
立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
、

〆
口
輪

〉
（
☆
前
売
券
好
評
発
売
中
文
化
会
館

ブr

岬
、
と
き
三
月
一
九
日
㈹

午
後
六
時

多
々
出
演
ソ
プ
ラ
ノ
国
井
美
香

一 ラアーマ

、

文
化
会
館
ガ
イ
ド

文
化
会
館
恋
二
三
’
七
四
一
一

見
て
！
聞
い
て
！
楽
し
ん
じ
ゃ
お
！

ー

I

Ｉ

I

ｐ１

｜

’

文化会館ホールの催物

主催者開演時間催”物 入場力法と識き

高萩市書道連照午前9時無料高萩市耆道連盟展3H26HI二0,27H旧

午前10時 ヤマト運輸(淵ヤマト運輸㈱研修会 関係者)月31EI (*

高縦市カラオケ望み会午前10時カラオケ発表会 非
｛

し

Ｌ

＄

咽
４
１
０

，
柳
川
ハ4月3日(日）

高航､高柳欧i雌胎午後1時3勝無料畑雌榊)隼い時0畑職ﾌｪｽﾃｲ ﾙ| (火）

財)民主音楽協会侭6時30分原田直之と賊灘繩｢芳竹｣蝿I (水） 1,0001

高萩市カラオケ愛好会艇料新春カラオケ大会 午前9時30分I (｢I)

〆

鳥些7Tざﾆｫﾆﾆｰｰ宗些云澤一ォ誤ﾆｰァ着些云ざ会うTざ竺一式ざﾆｰテTさﾆｰﾌTざﾆｰﾃTざ二寺寄さ』ﾆｰﾗTさ星夛Tざこ云さﾆｰ云さﾆﾆｰづT令竺－ずTざ舎云ﾐﾆｲ了冨

時は、仙用を控えてください｡)、Q2…①、Q3…○(全体468件のうち、
ざ全ﾌTざﾆｰァ;さ』二一丙苧-竺一云さ茎-す詩些宗当ﾆｰｧ下さ娑一夛痔ﾆｰｧTさ學一アア各当ﾆラ

･ ･ ･x (ただし、路而が積雪や凍結でな↓

約5割を占めています｡）
16

3日

l()日

17日

24日

声一言
F可7

高刹

十王医院

諸原医院

立花医院

病院

計泉病院

秋山

下手綱 ｜ 恋24-1212
十王町
ー一今 －

1号］ ノーI

東本町

盆22－2106

恋32 3266

壷23－3113

S22－3512

講座名

道教室

着付教室

パソコン教宰

書道教室

料理教室

半花教幸

受講料(月額）

1,500円

900

3．000

1．600

),300

3，300

曜日

ノル
ノ.廷

水

水

木

木

金

語

定員

20人

20

10

2(）

15

1尺
1､ノ

ZO



め
、
国
が
定
め
た
「
障
害
者
の
明
る

い
暮
ら
し
」
促
進
事
業
に
も
と
づ
き
、

地
域
住
民
と
の
交
流
を
深
め
、
在
宅

の
身
体
障
害
者
の
福
祉
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
で
、
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

と
き
三
月
二
七
日
㈲

午
前
一
○
時
Ｉ
午
後
三
時

と
こ
ろ
高
萩
中
学
校
体
育
館

内
容

福
祉
事
務
所
内
線
三
五
二

こ
の
集
い
は
、
身
体
障
害
者
が
住

み
慣
れ
た
地
域
社
会
の
中
で
自
立
し

社
会
参
加
を
効
果
的
に
促
進
す
る
た

高
萩
市
障
害
者
の
集
い

中
田
幸
雄
さ
ん丑

二
四
’
’
五
九
二

自
然
と
友
と
仲
良
く
遊
び
、
奉
仕

活
動
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

小
学
一
、
二
年
生
ビ
ー
バ
ー
隊

小
学
三
、
五
年
生
カ
ブ
隊

小
学
六
Ｉ
中
学
三
年
生
ボ
ー
イ
隊

高
校
生
シ
ニ
ア
ー
隊

締
め
切
り
三
月
二
五
日
㈱
ま
で
で

羊
ｑ
／
○

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

演
題
「
人
生
、
七
転
八
起
」

春
日
三
球
さ
ん

◎
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

高
萩
中
学
校
吹
奏
楽
部

◎
歌
手
と
一
緒
に

ビ
ク
タ
ー
専
属
志
摩
幸
子
さ
ん

◎
み
ん
な
で
一
緒
に

高
萩
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

（
歌
や
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
ゲ
ー

ム
な
ど
。
）

そ
の
他
障
害
者
作
品
展
、
生
け
花

コ
ー
ナ
ー
、
豚
汁
コ
ー
ナ
ー
な

ど
。

▼安心を手から手へ▼国民年金…⑪◎
体
験
発
表
（
二
人
）

◎
記
念
講
演

4月から国民年金の

保険料が変わります

一

＝

国民年金の保険料が4月から定額で、 月額

11, 100円、付加保険料を納める場合には、 月

額11,500円に変わります。

国民年金は、生活水準や物価水準などの変

化に受給額が見合うように給付と負担の関係

の見直しを行っており、年金の給付に要する

費用は､加入蔦，みなさんが納める保険料と
国の負担とで賄われています。

この制度を健全に運営していくためには、

給付と負担の均衡を保つことが必要で、年金

額の引き上げとともに保険料も引き上げるこ

とになっています。加入者のみなさんのご理

解とご協力をお願いします。

なお、保険料を納めることが困難な場合に

は、保険料免除制度がありますので、気軽に

ご相談ください。免除申請をする場合は、必

ず平成5年分（平成5年1月～12月）の確定

申告、 または、市・県民税の申告を行ってか

ら手続きをしてください。

市
民
活
動
課
内
線
二
六
二

と
き
四
月
五
日
㈹

午
後
一
時
三
○
分
か
ら

と
こ
ろ
文
化
会
館

内
容

＊
ア
ー
ｒ
ラ
ク
シ
ョ
ン

大
和
町
新
和
会
の
太
鼓

キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
専
属

「
舞
京
子
」
さ
ん

※
腹
話
術
な
ど

＊
交
通
功
労
者
表
彰

＊
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
表
彰

＊
抽
選
会
（
自
転
車
ほ
か
）

交
通
安
全
市
民
の
つ
ど
い
と

春
の
交
通
安
全
フ
エ
基
ア
イ
バ
ル

澤
洋
騨
醤
皇

高
萩
高
校
演
劇
部狂

二
二
’
’
’
二
六
一

Ｗ

微

慨

唾
今
年
も
高
萩
高
校
演
劇
部
と
高
萩

中
学
校
演
劇
部
、
そ
し
て
、
高
萩
高

校
の
卒
業
生
の
演
劇
サ
ー
ク
ル
（
ラ

ジ
カ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
）
が
一
緒
に
演

劇
の
合
同
公
演
会
を
開
き
ま
す
。

現
在
、
そ
れ
ぞ
れ
意
欲
的
に
練
習

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

ぜ
ひ
、
お
で
が
け
く
だ
さ
い
。

と
き
三
月
二
○
日
⑥

午
後
一
時
か
ら

と
こ
ろ
市
民
体
育
館
柔
剣
道
室

＊
入
場
は
無
料
で
す
。

演
劇
の
合
同
公
演
会

華
）

保険年金課 窓23-2111内線232

北
茨
城
子
ど
も
劇
場
事
務
局
小
澤
方

壷
四
三
’
○
一
八
○

と
き
三
月
一
六
日
伽

午
後
三
時
か
ら

と
こ
ろ
北
茨
城
市
民
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー

＊
こ
の
子
ど
も
劇
場
は
、
優
れ
た
生

の
舞
台
芸
術
を
友
だ
ち
と
観
賞
し
、

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
感
受
性
や
い

き
い
き
と
し
た
創
造
力
、
仲
間
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
、

会
員
に
な
っ
て
ぜ
ひ
、
ど
う
ぞ
。

木
田
恒
夫
さ
ん
冠
二
三
’
○
七
六
四

と
き
四
月
一
○
日
側

午
前
九
時
三
○
分
開
演

と
こ
ろ
文
化
会
館

＊
入
場
無
料
で
す
。

新
春
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

丹
勝
政
さ
ん
恋
二
三
’
三
五
六
一

と
き
四
月
三
日
⑧

午
前
一
○
時
開
演

と
こ
ろ
文
化
会
館

ゲ
ス
ト
山
崎
洋
子
さ
ん

＊
入
場
無
料
で
す
。

第
六
回

高
萩
市
望
み
会
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

｜
｜
人
で
あ
そ
ほ
ｌ
狂
言
を
遊
ぶ
ｌ

劇
団
青
芸
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市
民
活
動
課
！
…
内
線
一
一
六
二

ア
マ
チ
ュ
ア
を
対
象
に
し
た
第
七

回
ひ
た
ち
映
像
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰

式
が
、
二
月
二
○
日
側
に
日
立
市
の

視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
席
上
、
高
萩
市
広
報
ビ
デ
オ

編
集
委
員
会
が
制
作
し
た
「
偉
大
な

先
人
、
長
久
保
赤
水
」
の
ビ
デ
オ
が
、

参
加
三
五
作
品
の
中
か
ら
優
秀
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

「
偉
大
な
先
人
、
長
久
保
赤
水
」

の
ビ
デ
オ
は
、
現
代
社
会
の
生
涯
学

習
的
な
視
点
で
江
戸
時
代
を
生
き
ぬ

い
た
長
久
保
赤
水
に
つ
い
て
、
約
一

九
分
に
ま
と
め
て
制
作
し
た
も
の
で

半
ｑ
／
○

「
偉
大
な
先
人
、
長
久
保
赤
水
」
の

ビ
デ
オ
が
優
秀
賞
に

市民体育館での開票作業

高
萩
市
広
報
ビ
デ
オ
編
集

委
員
会
の
み
な
さ
ん
で
す
。

茨
城
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で

準
特
選
に

市
民
活
動
課
内
線
二
六
二

県
広
報
研
究
会
が
、
行
政
広
報
のロ両

大
久
保
清
氏

が
当
選

技
術
向
上
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
実

施
し
て
い
る
第
三
九
回
茨
城
県
市
町

村
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
が
二
月

は
じ
め
に
実
施
さ
れ
、
高
萩
市
が
広

報
紙
の
部
と
、
組
写
真
の
部
で
準
特

選
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
広
報
ポ
ス
タ
ー
の
部
と
一

枚
写
真
の
部
で
、
そ
れ
ぞ
れ
入
選
し

ま
し
た
。

広
報
紙
の
部
準
特
選

市
報
た
か
は
ぎ
一
二
月
号

組
写
真
の
部
準
特
選

床
上
浸
水
二
三
軒

集
中
豪
雨
の
シ
メ
跡

広
報
ポ
ス
タ
ー
の
部
入
選

第
二
三
回
高
萩
ま
つ
り

（
商
工
観
光
課
）

一
枚
写
真
の
部
入
選

市
民
生
活
の
安
全
確
保
に

努
力
し
て
い
ま
す

‐
。
ｂ
・
・
．
‐
・
融
０
●
．
Ｐ
●
ｑ
０
通
．
。
。
．
．
●
●
ロ
。
。
．
呵
、
◇
ロ
。
．
唖
．
マ

甜
・
・
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
日
邑
・
・
・
日
・
喝
・
▽
◇
巴
・
ロ
浄
寺
△
、
◇
”
◇
ｑ
・
淳
“
。
◇
■
△
ロ
ロ
・
心
・
口
群
‐
，
＆
郡
日
。
．
。
．
．
、
△
■
邸
’
ｑ
■
ｂ
閖
日
帥
ロ
ロ
ロ
ロ
△
・
咀
・
０
号
△
‐

（
敬
称
略
）

大
久
保
清

一
一
、
七
○
二
票

明
智
健
一

八
ハ
９
一
二
二
ハ
茜
一
不

（
無
効
投
票
等
二
三
○
票
）

総
数
二
○
‘
○
六
八
票

投
票
率
は
七
五
・
七
九
パ
ー
セ
ン
ト

日
立
・
高
萩
が
十
王
広
域
下
水
道
組

合
￥
一
》
一
Ｆ
毎
三
二
’
五
五
九
五

平
成
五
年
度
の
全
国
下
水
道
促
進

デ
ー
行
事
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た

「
茨
城
県
下
水
道
促
進
週
間
コ
ン

ク
ー
ル
」
と
下
水
道
組
合
が
実
施
し

た
「
下
水
道
促
進
週
間
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
入
賞
者
が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま

し
た
。
（
敬
称
略
）

下
水
道
促
進
週
間
コ
ン
ク
ー
ル

高
萩
市
長
選
挙
は
、
二
月
六
日
佃

市
内
二
七
か
所
の
投
票
所
で
い
っ
せ

い
に
行
わ
れ
、
二
○
‘
○
六
八
人
の

み
な
さ
ん
が
投
票
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
当
日
の
有
権
者
数
は
、
二

六
。
四
七
九
人
で
、
投
票
率
は
七
五
・

七
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。

開
票
は
、
午
後
七
時
三
○
分
か
ら

市
民
体
育
館
で
行
わ
れ
、
午
後
八
時

四
一
分
に
、
大
久
保
清
氏
の
当
選
が

確
定
し
ま
し
た
。

○
県
表
彰
者

標
語
の
部

佳
作
三
浦
正
（
秋
山
）

佳
作
鈴
木
猛
夫
（
有
明
町
）

○
下
水
道
組
合
表
彰
者

標
語
の
部

最
優
秀
賞
三
浦
正
（
秋
山
）

優
秀
賞
鈴
木
猛
夫
（
有
明
町
）

優
秀
賞
三
城
護
（
中
郷
町
）

佳
作
下
山
田
節
子
（
石
滝
）

佳
作
古
茂
田
朝
（
東
本
町
）

ポ
ス
タ
ー
の
部

最
優
秀
賞
大
内
一
成
（
櫛
形
小
）

優
秀
賞
小
林
功
（
高
萩
小
）

優
秀
賞
大
内
麻
友
美
（
櫛
形
小
）

作
文
の
部

最
優
秀
賞
宇
佐
美
有
沙
（
秋
山
小
）

優
秀
賞
天
野
直
子
（
秋
山
小
）

＊
ま
た
、
来
年
度
も
コ
ン
ク
ー
ル
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
応
募

く
だ
さ
い
。

ｑ
■
・
喝
■
４
■
・
・
亟
甲
み
■
。
。
■
・
・
銅

：
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今
後
も
情
報
シ
ス
テ
ム
を

追
及
し
た
い

劃
齢
善
訓
戴
Ｊ
串

溌琴 一

芸

r ･乏一. = 、
１

イ 〆■ ﾛ ロ ③

4‘．．『)尺' ､ :

、‘
ﾍ培守

6 』』

f

;i鶏

ユ･

芦.

,;〃'
パム
qg

L・了

トミ－

1－へ‘
云舎p

f p D 1

. ,1上

妙社会福祉へ
ll｣喜園・高浜町

常陽銀行高萩支店

11,423円）

24, ()00｢ﾘ）

1
1

（

親元を離れて一人暮らしを始めて

から三年が過ぎようとしています。

一人暮らしをするということは、

何事も自分自身で判断し、決断して

いかなければなりません。ただ待っ

ていても、何もやってきません。 自

分の目標に向かって自発的に行動し

なければいけないのです。

大学生活を有意義なものにできる

かどうかは、結局は自分しだいだと

思います。私にとってこの経験は、

自分自身の成長に大きなプラスに

なっていると思います。

巻
〉
醤
漂
う

毎
Ｄ
・
今
・
１
■
１
丁
ｊ
ｒ
．
■
ｈ
可
〆
Ｉ

琴香典がえしの一部
皆神利男さん・秋 | II (100，000円）

神
代
淳
一
さ
ん
（
上
手
綱
）

専
修
大
学
経
済
部

経
済
学
科
三
年

白土勝治さん・上 手＃|il (100,000円）

石川嘉市さん・安良川（50,000円）
､

〈§，秋山中学校へ
第7回卒業生一

第33回卒業生一

黒御影石に刻んだ校歌碑： 3枚組）

100-号絵画「磐梯残雪」伊藤龍馬先生）

同
同

（

（
#
rγ･I
』ﾄ 凡

や勤労青少年ホームへ

高萩地区更生保護婦人会(30,000円：図耆33冊分）

｣

~’
生 専
修
大
学
の

○

画
悩まず

市役所公23 2111 鷺
・
・
■

澤電－、

ざや
!｡､’ を…（無料）

ロ 行政相談

3月10日 （木） と24日 （木)/

午後l～3時／市民相談室／鈴木

清相談員／市民活動課・内線

261

蕊交通事故相談

ふき
灘 3月16日 （水）が午前10～午後3

時／市民相談室〆市民活動課・

内線261

〆

総数35,354人(-44）

豊謹
雀菅琴；

菱雲
雲琴

嚢
室塞琴

男
女

17,450人(-24)

17,904人(-20)

11,206世帯(＋2）

〆、

補装具の巡回相談／

¥銭 子ども(小･中学生)相談 3月25日 （金）／午前9～12時悪寒

／北茨城市心身障害者福祉セン

ター盆433115/身体障害者手

帳とハンコを持参のこと。／福

祉事務所・内線353

人権相談(敬称略）
人権については､永' |_|美知雄(下

のごぷお

手綱)、北畠暢男（本町) 、鈴木
ひろみ ささ 呈

廣美（上君田)、原口咲子（春

日町) 、大平喜美子（本町）へ。

市民課・内線221

：日時を電話で打ち合わせてネビ

教育委員会指導課丑23-113]/2月1日現在です。 ( )内は前月比です。

蕊
謹鑿

健康・育児相談
へんしゅうこう害 毎週月曜日／午前9～11時

保健センター恋242121

雲雲

霧
呈三ニーー

這蕃琴
旦嵜〆一F

雲蕊：
妻罵篭現

在
、
駅
前
通
り
商
店
会
の
地
域
商
業
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
委
員
会
が
、
駅
前
活
性
化
の
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
商
工
会
の
地
域
商
業
活
性
化
委
員
会

で
は
、
中
央
、
束
、
山
手
、
松
岡
の
四
地
区
に
分
け

地
域
の
特
性
を
考
え
る
商
店
街
づ
く
り
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
こ
れ
ら
の

活
動
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
…
春

春
で
す
。
ほ
の
か
な
日
ざ
し
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ

ま
す
ね
。
春
は
、
自
然
散
策
が
最
高
。
雪
解
け
の
水

に
触
れ
、
お
い
し
い
空
気
で
深
呼
吸
。
そ
う
そ
う
、

土
木
事
務
所
主
催
の
国
道
四
六
一
号
の
工
事
見
学
会

に
参
加
さ
れ
て
は
い
か
が
？
建
設
中
の
橋
か
ら
の
眺

め
は
最
高
！
と
担
当
者
は
太
鼓
判
。
初
公
開
の
展
望

を
ご
家
族
で
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
…
ヒ
ロ

ことばの教室

§日時を電話で打ち合わせて才

高萩小学校盆23-4240

心配ごと相談

モ

交通事故相談毎週木曜日／午後l～3時

市民センター盆225683

社会福祉協議会・内線354

月～金曜日／午前9時～午後4時

30分／茨城県中央交通事故相談

所・水戸市柵町1丁目／水戸合同

庁舎3階恐(0292)25-2803内線

2370･2371/弁護士相談日は毎

週水曜日午後l～4時／相談は無

料です。

家庭児童相談

毎週火曜日／午後1時～3時

市民センター盆22-5683

福祉事務所・内線352
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斑諺 ］

〆

）

や
教
室
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
の
情
報
を
網
羅
し

た
も
の
を
冊
子
に
し
ま
す
。
こ
の
冊
子
の
タ
イ
ト
ル
は
、

「
学
び
〃
い
き
い
き
〃
た
か
は
ぎ
“
」
で
す
。

こ
の
冊
子
は
、
す
で
に
活
動
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん

は
も
ち
ろ
ん
、
「
充
実
し
た
人
生
を
送
る
た
め
に
、
何

か
や
っ
て
み
よ
う
か
な
」
と
考
え
て
い
る
み
な
さ
ん
の

た
め
の
案
内
役
に
な
り
ま
す
。

内
容
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
、
芸
術
、
健
康
づ
く
り
、

交
通
安
全
、
国
際
交
流
、
親
子
ふ
れ
あ
い
、
地
域
福
祉
、

環
境
美
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
生
涯
学
習
に
関
す
る
情
報

を
収
録
し
ま
す
。
日
時
や
会
場
な
ど
で
、
未
定
の
部
分

も
あ
り
ま
す
が
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
講
座

や
教
室
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い
る
の
か
が
、

す
ぐ
に
わ
か
る
よ
う
な
冊
子
に
な
り
ま
す
。
参
加
方
法

な
ど
も
詳
し
く
掲
載
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
生
涯
学
習

の
案
内
版
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
冊
子
は
、
五
月
ご
ろ
、
各
家
庭
に
配
布
す
る
予

定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

萩
市
生
涯
学
習
推
進
本
部
で
は
、
市
が
平
成
六
年

計
画
し
て
い
る
生
涯
学
習
に
関
連
す
る
各
種
講
座

マナビィ<ん

「
学
び

〃
い
き
い
き
〃

A

子

l■■■ I■■■■■■■■■■■ ］■■■ l■■■一』■■■ I■■■ I■■■1■■■1■■■ 1■■■ l■■■一ロ■■■：■■■ I■■■ 1■■■ i■■■ l■■■ l■■■ I■■■

こんな内容がもりだくさん｢学び"いきいき"たかはぎ941は、

①
③

＊写真は、平成5年度に開かれ

た各種教室などです~。

た
か
は
ぎ
別
」
を
編
集
中

日

詞

蕊

騨
溌
正
匿

② ＃
鍔
認
鍵
灘
騨
識
辮
鞠
鍔
酔
篭
衛
品

～

； ④教
育
委
員
会

社
会
教
育
課

蕊蕊難蕊
静…i

:‘海
‘1度

蝋
①ふれあいスポーツフェステイハル

(10月）

②少年水泳大会（8月）

③ニュースボーツ教室（9～10月）

④生涯学習まちづくり公開講座（5
～7月）

冠

23－1131

’
★市報たかはぎ3月号★平成6年3月7日発行★高萩市役所市長公室市民活動課★冠23-2111 ★印刷藤枝印刷所★
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